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希少魚を含めた水生生物の生息状況調査

ーミヤコタナゴ生息状況調査一（平成25年度）

目的

本県では大田原市羽田地内，滝岡地内， A生息地

（保護のため地名は未公表〉および矢板市地内の4カ所

の水路または池でミヤコタナゴの生息が確認されてお

り，それぞれの生息地で地元保護団体，関係市等がそ

の保護および生息地の保全にあたっている。

保全策を推進していくためには，生息地ごとに定期

的かっ定量的な調査を継続し，生息状況を把握するこ

とが必要となる。そこで，前述の4生息地において，

ミヤコタナゴ生息状況のモニタリング調査を実施した。

なお，調査は文化財保護法に基づく現状変更許可を

得て実施した。

I 羽田生息地

本調査は環境省関東地方環境事務所，栃木県環境森

林部自然環境課，県北環境森林事務所，大田原市教育

委員会，栃木県なかがわ水遊園および羽田ミヤコタナ

ゴ保存会と共同で実施した。

方法

環境省指定羽田ミヤコタナゴ生息地保護区では， 、

ヤコタナゴの再導入に向けた試験放流が実施され， 20

13年3月15日には羽田小学校飼育魚（以下，羽田小飼

育魚） 50個体と水産試験場飼育魚（以下，水試飼育魚）

250個体， 4月16日には，水試飼育魚700個体の計1,000

個体（羽田地内純系統個体，雄：雌＝ 1: 1）を放流

した。放流前には全長（mm）を測定し，放流個体と

自然繁殖個体を区別するための蛍光色素標識を施した。

生息状況調査は2013年10月24日と25日に実施した。

流程750mの水路において上流端から15m間隔に設定

した定点50地点にセルビンを90分間設置し，水生生物

を採捕した。採捕したミヤコタナゴは，全長，雌雄，

蛍光色素標識の有無を確認した後，腹鰭の一部を切除

して標識を施し， ピーターセン法（Chapmanの修正

式）を用いて生息個体数を推定した。

結果および考案

放流個体の全長羽田小飼育魚50個体の全長の平均

値は，雄44.3mm，雌41.4mm，水試飼育魚950個体の

全長の平均値は，雄39.5mm，雌36.6mmであった。

生息数推定調査 1日目の標識数が96個体， 2日目の

採捕数が105個体，標識再捕数36個体で，水路内の生
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息数は277±29個体（± SD）と推定され，放流時の1

/3以下に減少した。

採捕個体の全長の平均値は，羽田小飼育魚では雄46.

5mm (2個体），雌42.2mm(5個体）であった（個体

数が少なく，性比に偏りがあるため，統計的な比較は

できなかった）。水試飼育魚では雄45.2mm(78個体），

雌42.lmm(73個体）といずれも放流前の全長より有

意に増加した Ct検定， Pく 0.05）。 5月から8月には，

婚姻色の強く出た放流個体の雄や，産卵管が伸長した

雌が確認され，二枚貝への産卵（延べ33個）も確認で

きたことから，放流したミヤコタナゴは自然環境下で

繁殖に参加できるまでに十分成長していたと考えられ

る。また，採捕されたミヤコタナゴは全て放流個体で

あることが確認され，自然繁殖個体は採捕されなかっ

Tこ。

その他の魚種の採捕数は，タモロコが2日間の合計

で2,848個体、ドジョウが323個体であった。さらにコ

イが3個体，フナ類が379個体であった。

II 滝岡生息地

本調査は栃木県環境森林部自然環境課，県北環境森

林事務所，大田原市文化振興課，栃木県なかがわ水遊

園，宇都宮大学教育学部および岡和久ミヤコタナゴ保

存会と共同で実施した。

方法

調査は2013年11月9日に実施した泥上げ作業に併せ

て行った。流程約420mの水路全域において，たも網

などにより，水生生物を採捕した。

結果

ミヤコタナゴは，成魚17個体，当歳魚25個体の計42

個体が採捕されたことから，再生産が継続していると

考えられる。その他の魚種では， ドジョウ328個体，

ジュズカケハゼ225個体，ウグイ10個体，スナヤツメ1

5個体が採捕された。また，昭和50年代に多数生息が

確認されていたトウヨシノボリが2個体，今回が初確

認となるヌマチチブが9個体採捕された。さらに，ヨ

コハマシジラガイ4個体（殻長：約3cmから5cm）が

観察池より下流の水路にて採捕された。

οv 
c
J
 



矢板生息地

本調査は矢板市教育委員会，矢板市生涯学習課，栃

木県環境森林部自然環境課，矢板森林管理事務所，泉

小学校および山田ミヤコタナゴ保存会と共同で実施し

N A生息地

本調査は関係市，栃木県環境森林部自然環境課，県

東環境森林事務所，宇都宮大学教育学部および地元住

民と共同で実施した。
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方法

調査は2013年10月18日に実施した。生息池の水を排

水した後，たも網などで水生生物を採捕し，種ごとに

計数した。

結果および考察

ミヤコタナゴが326個体採捕され （図2），その内，

当歳魚と考えられる稚魚が79個体採捕されたことから，

再生産が継続していると考えられる。 ドプガイの繁殖

に必要なホトケドジョウの採捕数は昨年の1,352個体

より大きく減少し，377個体であった。また， ドブガ

イは72個体採捕されたが，稚貝は確認できなかった。

ドブガイの再生産がうまくし、かなかった原因のーっと

して，宿主であるホトケドジョウの減少が考えられる。

今後もドブガイの再生産の有無， ドブガイの繁殖に重

要なホ トケ ドジョウの生息数の変化も含めてモニタリ

ングしていく必要があると考えられる。

2006年以降の8年間， ミヤコタナゴの個体数は200個

体から300個体を維持しており，生息地として安定し

た状夢、が保たれていると考えられる。今後も継続的な

モニタリングを実施し，生息状況を把握してし、く必要

法

調査は2013年10月31日と11月1日に実施した。流程

約lkmの水路において，上流端からlOmあるいは20m

間隔に設定した定点57地点 （上流端から130mの範囲

をlOm間隔とした）と段差や堰の直下5地点の計62地

点にセルビンを90分間設置し，水生生物を採捕した。

採捕した ミヤコタナゴは，腹鰭の一部を切除して標識

を施し， ピーターセ ン法 （Chapmanの修正式）を用

いて生息個体数を推定した。

方

結果および考察

1日目の標識数が43個体，2日目の採捕数が69個体，

標識再捕数17個体で，水路内の生息数は170± 26個

体（士 SD）と推定され，前年の推定値 （218± 29) 

から減少した（図1）。 しかし，上流部0 140 mの範

囲におけるミヤコタナゴの生息数は， 95± 16個体と

推定され，前年の127± 21個体に比べて減少したも

のの，下流部に比べ上流部で生息数が多い傾向に変わ

りはなかった （図1）。 このことから， 環境改善l）を実

施した上流部では，稚魚、の好適な生息場が保たれてい

たものと考えられる。
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魚類およびドブガイの採補数の推移図2
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ミヤコタナゴの流程分布の推移（A生息地）図l

（指導環境室）
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希少魚を含めた水生生物の生息状況調査一ミヤコタナ

ゴ生息状況調査一（p50-51)

ミヤコタナゴの生息状況を把握するため県内4カ所

の生息地において調査を行いました。羽田生息地では

2013年3月から4月にかけて羽田系統飼育個体1,000個

体を試験的に放流しました。その結果，放流個体の成

長と二枚貝への産卵が確認されたことから，自然環境

下で繁殖に参加できるまでに十分成長していたと考え

られます。また，同年11月の生息数は推定277個体と

放流時の1/3以下に減少していました。滝岡生息地で

は，泥上げ作業の際にミヤコタナゴ成魚17個体と当歳

魚25個体が確認されたため，再生産しているものと考

えられます。 A生息地の生息数は水路全体で推定170

個体，環境改善を実施した上流部で推定95個体と安定

的な生息が確認されました。矢板生息地の生息数は32

6個体と，前年と同様の生息数を維持していました。

今後もミヤコタナゴの生息数の推移を注意深くモニタ

リングしていく必要があると考えられます。
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